
ともに挑戦 ともに感動 ともに笑顔 自然と夢のあるビッグハートタウン

22 世紀の理
ふ る さ と

想郷 吉備中央町

ご寄附に感謝します 育英資金（敬省略）

人口のうごき （平成25年11月1日現在）

世　帯　5,565戸（△2）人　口　12,662人（△19）

●火　災　情　報　☎ 086-226-0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内　☎ 086-231-0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）
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火災・救急
テレホンガイド

愛育委員会活動報告 豊岡支部
　６月１６日に（社）吉備中央町社会福祉協議会やすらぎ事業所デイサービスにボランティアとして参加。
利用者の方の手洗いチェックを行いました。
　まず、手洗いチェックの液を手に塗り、いつものように手洗いを行いました。
　皆さんにこにこ顔で「自分はきれいに洗ったよ」という思いでし
たが、チェッカーの箱の中に手を入れて確認してみると、爪のまわり
や指と指の間などが青く光り、洗えていない部分が浮き出て見えま
した。
　その後、正しい手の洗い方を説明して再度洗い残しの部分を丁寧
に洗っていただきました。今度は本当にきれいに洗えたよという笑
顔になり、手洗いの大切さを分かっていただいたことで、参加した
私たちもうれしくなりました。

  材　料   作り方
①牛肉は、すりおろしたにんにくと調味料１に漬ける。
②もやし、にんじんをゆでる。タアサイはゆでて食べやすい大きさに切る。
③油を熱して①の肉を炒め、ごまをふる。
④調味料２でぜんまいを炒め、汁気がなくなるま

で煮詰める。
⑤炒り卵を作る。
⑥③、④、⑤でできたものをごはんの上に彩りよく

飾る。

タアサイビビンバ丼（５人分）

ごはん……………………………… ７５０ｇ（一人１５０ｇ）
牛肉小間切れ…………………………………… 20０ｇ
にんにく……………………………………………少々
　　濃口しょうゆ……………………… 大さじ１と１/２
　　砂糖……………………………………… 大さじ１
　　ごま………………………………………小さじ１
油…………………………………………………  少々
もやし…………………………………………… １００ｇ
にんじん（千切り）………………………………… ４０ｇ
タアサイ………………………………………… １００ｇ
ぜんまい…………………………………………  5０ｇ
　　砂糖……………………………………… 小さじ１
　　豆板醤……………………………………… 少量
　　濃口しょうゆ……………………………   小さじ１
　　ごま油……………………………………… 適量
炒り卵　卵……………………………………… ３個
　　　　塩……………………………………… 少々
　　　　油……………………………………… 少々

料理名

エネルギー：567kcal　たんぱく質：29.3ｇ　カルシウム：115mg　食塩：2.2ｇ

 栄養委員さんからのワンポイントアドバイス
＊簡単調理　電子レンジでチン！　茎は１分、葉は４０秒

味にくせがなく煮崩れしにくいので重宝する野菜の一つです。
また、下ゆでが不要なので簡単に調理できます。

★タアサイの栄養
　栄養満点の冬野菜の一つです。
　カロテン、ビタミンＣ、ビタミンＥ、カルシウム、食物繊維が多く含まれています。

下竹栄養委員からのおすすめ野菜料理
今月の旬の野菜タアサイ

調
味
料
２

調
味
料
１

野菜を食べよう
！
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男　6,061人（△ 9）
女　6,601人（△10）

香典返し 植木　稔（福沢）金一封

広 報

2013
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主な記事
・P02～特集　わっしょい和んさか吉備高原フェスタ
・P09～役場からのお知らせ
・P15～インフォメーション 【吉川八幡宮当番祭　走り競べ】
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元気よく踊る町内の園児たち

迫力の加茂大祭お遊び行事

町消防団による広報活動

地産地消コーナー オープニングステージ

かよう浪漫太鼓による演奏

全国へそのまち特産市

　

10
月
６
日
、
吉
備
高
原
都
市
セ
ン
タ
ー
区
さ
ん
さ
ん
広
場
周
辺
に
お
い
て
、

第
９
回
「
わ
っ
し
ょ
い
和
ん
さ
か
吉
備
高
原
フ
ェ
ス
タ
〜
Ｒ
Ｓ
Ｋ
ラ
ジ
オ
ま
つ

り
だ
よ
！
全
員
集
合
！
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
さ
わ
や
か
な
秋
空
の
も
と
、

会
場
に
は
、
約
４
０
，０
０
０
人
の
家
族
連
れ
な
ど
が
訪
れ
、
賑
わ
い
ま
し
た
。

わ
っ
し
ょ
い
和
ん
さ
か
広
場

　

わ
っ
し
ょ
い
和
ん
さ
か
広
場
で
は
、
町
内
園
児
に
よ
る
踊
り
を
は
じ
め
、
か
よ

う
浪
漫
太
鼓
、
松
尾
神
社
伝
統
芸
能
保
存
会
に
よ
る
加
茂
大
祭
お
遊
び
行
事
、
Ｒ

Ｓ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
ス
テ
ー
ジ
な
ど
の
楽
し
い
催
し
が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
吉
備
中
央
町
地
産
地
消
推
進
協
議
会
の
地
元
産
野
菜
が
当
た
る
く
じ
引

き
や
、
全
国
へ
そ
の
ま
ち
協
議
会
加
盟
団
体
の
特
産
品
販
売
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

わ
っ
し
ょ
い
和
ん
さ
か
市

わ
っ
し
ょ
い
ラ
ン
ド

　

地
域
づ
く
り
団
体
、
商
工
会
会
員
な
ど
31
団
体
が

出
店
。
新
鮮
な
高
原
野
菜
を
は
じ
め
、
さ
ば
寿
司
、

き
ね
つ
き
餅
、
山
菜
お
こ
わ
な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。

来
場
者
は
、
お
気
に
入
り
の
食
べ
物
な
ど
を
買
い
求

め
、
吉
備
中
央
町
の
秋
の
味
覚
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。

　

ラ
ジ
オ
の
生
放
送
を
は
じ
め
、
Ｒ
Ｓ
Ｋ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

に
よ
る
サ
イ
ン
会
や
グ
ッ
ズ
販
売
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
、
普
段
番
組
を
聴
い
て
い
る
フ
ァ
ン
が
多
数
詰
め
掛

け
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
岡
山
乗
馬
倶
楽
部
の
ふ
れ
あ
い
ポ
ニ
ー
広
場
で

は
、
エ
サ
を
あ
げ
た
り
し
て
馬
に
触
れ
あ
う
な
ど
、
大
人

か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、　

町
愛
育
委
員
会
、
栄
養
改
善
協
議
会
の

食
育
推
進
や
生
活
習
慣
病
予
防
の
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
が
設
け

ら
れ
る
な
ど
、
多
く
の
団
体
の
協
力
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
友ゆ

う

蔓づ
る

会か
い

に
よ
る
和
紙
ち
ぎ
り
絵
作
品
展
も
開
催

さ
れ
、
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

吉備中央町交通安全協議会による交通安全
コーナーではパトカーや白バイの展示が行わ
れました。

岡山県消防団マスコッ
トキャラクター「団吉」
による消防団活動のPR
も行われ、子どもたち
は消防車両を見たり、
触ったりしていました。

第
９
回

わ
っ
し
ょ
い
和
ん
さ
か
吉
備
高
原
フ
ェ
ス
タ
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平成25年度　食育推進ポスターコンクール審査会開催
　吉備中央町栄養改善協議会主催による食育推進ポスターコンクール審査会
が10月１日、吉備中央町農業振興センターにおいて行われました。
　今年度は、町内の各小学校から151点の応募があり、同会の森

もり

田
た

光
てる

子
こ

会長を
はじめ山本町長、津島教育長が審査しました。
　何不自由なく食べることができる飽食の時代と言われ、外食産業では食材
が大量に捨てられたりする中、今回、食育推進ポスターコンクールを通して「食
に感謝する気持ち、楽しい食卓、食べることの大切さ」など「食」が健康（心
と体）の基本となっていると感じられる素晴らしい作品が揃いました。
　主な優秀作品は次のとおりです。（敬称略）

【吉備中央町栄養改善協議会長賞】

【吉備中央町長賞】

【吉備中央町教育長賞】

【おいしそうで賞】

〈
低
学
年
の
部
〉

�

小お

倉ぐ
ら

康こ
う

介す
け

（
大
和
小
１
年
）

〈低学年の部〉
山
やま
咲
さ
優
ゆ
（御北小２年）

〈低学年の部〉
野
の
瀬
せ
銀
ぎん
太
た
（上竹荘小１年）

〈低学年の部〉
富
とみ
岡
おか
　優
ゆう
（大和小２年）

〈中学年の部〉
坂
さか
井
い
ひかる（吉川小４年）

〈中学年の部〉
藤
ふじ
原
わら
侑
ゆ
奈
な
（吉川小３年）

〈中学年の部〉
西
にし
　彩
あや
那
な
（大和小３年）

〈中学年の部〉
坂
さか
井
い
亜
あ
友
ゆ
菜
な
（大和小３年）

〈高学年の部〉
田
た
原
はら
知
ち
花
か
子
こ
（豊野小６年）

〈高学年の部〉
樋
ひ
口
ぐち
滉
こう
師
し
（津賀小５年）

〈高学年の部〉
伊
い
野
の
家
け
朱
み
智
さと
（豊野小６年）

〈高学年の部〉
古
こ
好
よし
優
ゆう
正
せい
（豊野小５年）

かた

旭
日
単
光
章
を
受
章

満
百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

鴨か
も

﨑さ
き

定さ
だ

男お

さ
ん
（
竹
部
）
が
旭
日
単
光
章
（
地
方
自
治
功

労
）
を
受
章
さ
れ
、
10
月
19
日
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
章
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
振
興
と
地
域
住

民
の
福
祉
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
方
に
授
与
さ
れ
る
も
の
で�

す
。

　

鴨
﨑
さ
ん
は
、
昭
和
46
年
４
月
、
加
茂
川
町
議
会
議
員
に

当
選
さ
れ
て
以
来
、
平
成
３
年
４
月
ま
で
の
間
、
５
期
20
年

に
わ
た
り
在
職
さ
れ
、
特
に
昭
和
56
年
３
月
か
ら
２
年
間
は

副
議
長
と
し
て
円
滑
な
議
会
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
員
と
し
て
の
良
識
と
愛
町
精
神
を
も
っ
て
豊
か
な
活
力

あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
な
ど
が
評
価
さ

れ
、
今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

10
月
20
日
に
満
百
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
た
溝み

ぞ

口ぐ
ち

美み

よ
し
さ
ん
（
竹
荘
）
に
10
月

22
日
、
お
よ
ろ
こ
び
状
や
記

念
品
、
祝
金
な
ど
が
、
県
、

町
、
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

溝
口
さ
ん
は
、
上
房
郡
豊

野
村
で
お
生
ま
れ
に
な
り
、

昭
和
８
年
に
ご
結
婚
、
共
働

き
で
生
計
を
た
て
３
人
の
お

子
さ
ん
を
育
て
ら
れ
ま
し
た
。現
在
は
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
吉
備
高
原
賀
陽
荘
に
入
所
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
寿
の
秘
訣
に
つ
い
て
ご
家
族
の
方
は
「
小
さ
い
こ
と
は

気
に
し
な
い
マ
イ
ペ
ー
ス
な
性
格
な
の
が
い
い
の
か
な
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
活
面

で
は
、
夕
食
後
の

歯
磨
き
を
欠
か
さ

ず
さ
れ
て
い
る
た

め
、
今
で
も
ご
自

分
の
歯
で
お
食
事

が
出
来
て
い
る
こ

と
が
自
慢
だ
そ
う

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ど

う
ぞ
お
元
気
で
、

益
々
の
ご
長
寿
を

お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

夢
の
あ
る
町
定
住
奨
励
金
を

�
交
付
し
ま
し
た

　

９
月
27
日
、
賀
陽
庁
舎
に
お
い
て
、
夢
の
あ
る
町
定
住
奨

励
金
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

山
本
町
長
か
ら
「
こ
の
町
の
活
性
化
の
た
め
一
緒
に
明
る

い
魅
力
の
あ
る
町
に
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
」
と
定
住
者
に
感

謝
と
期
待
を
込
め
、
奨
励
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

●
Ｕ
タ
ー
ン
奨
励
金

　

難な
ん

波ば　

治は
る

紀き

さ
ん
（
湯
山
）

　

大お
お

木ぎ　

愛よ
し

美み

さ
ん
（
納
地
）

　

石い
し

井い　

利と
し

樹き

さ
ん
（
納
地
）

　

藤ふ
じ

田た　

照て
る

恵え

さ
ん
（
富
永
）

●
Ｉ
タ
ー
ン
奨
励
金

　

松ま
つ

本も
と　

悠ゆ
う

作さ
く

さ
ん
（
宮
地
）

　

本ほ
ん

郷ご
う　

達た
つ

郎ろ
う

さ
ん
（
加
茂
市
場
）

　

能の

勢せ　

太た

郎ろ
う

さ
ん
（
上
田
西
）

　

松ま
つ

永な
が　

教の
り

子こ

さ
ん
（
吉
川
）

●
就
業
奨
励
金

　

山や
ま

本も
と　

優ゆ
う

作さ
く

さ
ん
（
吉
川
）

　

安あ

部べ　

優ゆ
う

里り

さ
ん
（
吉
川
）

　

加か

古こ

原は
ら　

令れ
い

さ
ん
（
北
）

　

中な
か

川が
わ　

洋ひ
ろ

文ふ
み

さ
ん
（
湯
山
）

●
結
婚
祝
金

　

小こ
ば
や
し林　

周し
ゅ
う

平へ
い

さ
ん

　
　
　
　

鈴れ
い

子こ

さ
ん
（
豊
野
）

　

石い
し

坂ざ
か　

純じ
ゅ
ん

也や

さ
ん

　
　
　
　

歩あ
ゆ

美み

さ
ん
（
上
加
茂
）

　

山や
ま

本も
と　

創そ
う

一い
ち

さ
ん

　
　
　
　

亜あ

矢や

子こ

さ
ん
（
下
土
井
）

　

西に
し

崎ざ
き　

純す
み

郎お

さ
ん

　
　
　
　

智と
も

子こ

さ
ん
（
上
田
西
）

夢のある町定住奨励金交付者数
（平成25年４月～９月末現在）

結婚祝金 　　　　７組
Ｉターン奨励金 ８世帯（12人）
Ｕターン奨励金 10世帯（22人）
就業奨励金 　　　　13人
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児
童・生
徒
科
学
研
究
発
表
会

児
童・生
徒
発
明
く
ふ
う
展
覧
会

　

９
月
27
日
、
町
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
、
第
９
回
加
賀
郡

児
童
・
生
徒
科
学
研
究
発
表
会
（
主
催
：
吉
備
中
央
町
教
育

研
修
所
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

発
表
会
で
は
、
９
小
学
校
か
ら
低
・
中
・
高
学
年
の
部
に

分
か
れ
23
点
、
４
中
学
校
か
ら
４
点
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

研
究
内
容
は
、
身
近
な
こ
と
か
ら
テ
ー
マ
を
見
つ
け
て
取

り
組
ん
だ
も
の
な
ど
、
目
を
見
張
る
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

　

低
学
年
の
部
で
金
賞
を
受
賞
し
た
大お

お

塚つ
か

優ゆ
う

く
ん
（
津
賀

小
）
の
「
コ
ロ
ワ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ
」
で
は
「
今
の
僕
に
は
分

か
ら
な
い
こ
と
も
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

た
く
さ
ん
勉
強
し
て
、
い
ろ
ん
な
謎
を
解
き
明
か
し
て
い
き

た
い
で
す
。
今
回
の
研
究
で
は
、
は
や
く
こ
ろ
が
る
秘
密
を

探
る
こ
と
も
楽
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
グ
ラ
フ
の
書
き
方
や
読

み
方
、
平
均
の
出
し
方
、
ど
う
し
て
こ
う
な
る
ん
だ
ろ
う
と

考
え
る
こ
と
。
楽
し
み
な
が
ら
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
の
研
究
は
何
に
し
よ
う
か
な
、

楽
し
み
で
す
」
と
感

想
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

発
表
終
了
後
に
審

査
が
行
わ
れ
、
小
学

校
か
ら
金
賞
13
点
、

中
学
校
か
ら
金
賞
１

点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

金
賞
の
う
ち
４
点

は
今
後
行
わ
れ
る
岡

山
県
児
童
・
生
徒
科

学
研
究
発
表
会
に
出

品
さ
れ
ま
す
。

ハ
ッ
ピ
ー
・
ハ
ー
ト
フ
ル

�

コ
ン
サ
ー
ト
開
催

　

10
月
８
日
、
御
北
小
学
校

で
、
公
益
財
団
法
人
岡
山
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
及
び
県
・
町

教
育
委
員
会
な
ど
の
主
催
に
よ

る
「
ハ
ッ
ピ
ー
・
ハ
ー
ト
フ
ル

コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
優
れ

た
芸
術
に
触
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
豊
か
な
感
性
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
御
北

幼
稚
園
、
円
城
小
学
校
、
御
北
小
学
校
、
吉
備
高
原
の
び
の

び
小
学
校
や
地
域
住
民
約
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

元
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
の
首
席

オ
ー
ボ
エ
奏
者
で
も
あ
る
ハ
ン
ス
イ
ェ
ル
ク
・
シ
ェ
レ
ン
ベ

ル
ガ
ー
さ
ん
指
揮
の
も
と
、
岡
山
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
管

弦
楽
団
が
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
作
曲
の「
魔
弾
の
射
手
」な
ど
を
演

奏
し
、
御
北
小
学
校
の
校
歌
の
合
唱
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
指
揮
者
体
験
で
は
、
御
北
小
学
校
６
年
生
の
小こ

谷た
に

　

９
月
27
日
、
町
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
第
９
回
加
賀
郡
児

童
・
生
徒
発
明
く
ふ
う
展
覧
会
（
主
催
：
吉
備
中
央
町
教
育

研
修
所
）
の
審
査
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

作
品
は
、
９
小
学
校
51
点
、
4
中
学
校
34
点
の
計
85
点
が

集
ま
り
、
小
学
校
の
部
か
ら
金
賞
５
点
、
銀
賞
20
点
、
中
学

校
の
部
か
ら
金
賞
２
点
、
銀
賞
９
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

米
袋
を
一
人
で
楽
に
運
べ
る
よ
う
に
と
、
手
袋
に
た
す
き

を
取
り
付
け
、
重
量
の
分
散
を
図
る
も
の
や
、
ホ
ッ
チ
キ
ス

の
芯
の
端
に
色
を
付
け
、
芯
が
な
く
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る

も
の
な
ど
、
力
作
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。

　

出
品
数
や
入
賞
作
品
数
を
考
慮
し
て
贈
ら
れ
る
学
校
賞
に

は
、
豊
野
小
学
校
と
下
竹
荘
小
学
校
、
竹
荘
中
学
校
と
大
和

中
学
校
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
28
日
に
は
同
会
場
で
一
般
公
開
さ
れ
、
多
く
の
保

護
者
ら
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

小
学
校
陸
上
記
録
会

　

10
月
18
日
、
か
も
が
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
吉
備
中
央

町
小
学
校
陸
上
記
録
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、町
内
９
小
学
校
の
５
、６
年
生
児
童
１
６
４
人

が
参
加
し
、
60
㍍
ハ
ー
ド
ル
走
を
は
じ
め
、
１
０
０
㍍
走
や

走
り
幅
跳
び
な
ど
の
競
技
で
自
己
記
録
の
更
新
を
目
指
し
ま

し
た
。

　

秋
晴
れ
の
も
と
、
児
童
た
ち
は
、
同
級
生
や
先
生
、
保
護

者
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
い
ま

し
た
。

　

な
お
、
各
種
目
の
一
位
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�

（
敬
称
略
、（
新
）は
新
記
録
、（
新
タ
イ
）は
新
記
録
タ
イ
）

【
60
㍍
ハ
ー
ド
ル
走
】

　

５
年
女
子　

西に
し

谷た
に　

麻ま

衣い

（
吉
川
）　　
　

12
秒
6

　

５
年
男
子　

髙た
か

谷や　

流り
ゅ
う

晟せ
い

（
豊
野
）　　
　

11
秒
6

　

６
年
女
子　

野の

瀬せ　

桃も
も

佳か

（
上
竹
荘
）　　

12
秒
2

　

６
年
男
子　

櫻さ
く
ら
ま間　

巧こ
う

己き

（
吉
備
高
原
）　

10
秒
3

【
１
０
０
㍍
走
】

　

５
年
女
子　

西に
し

谷た
に　

麻ま

衣い

（
吉
川
）　　
　

16
秒
9　

　

５
年
男
子　

古こ

好よ
し　

優ゆ
う

正せ
い

（
豊
野
）　　
　

15
秒
１（
新
タ
イ
）

　

６
年
女
子　

山や
ま

本も
と　

朱あ
か

音ね

（
吉
川
）　　
　

16
秒
2

　

６
年
男
子　

櫻さ
く
ら
ま間　

巧こ
う

己き

（
吉
備
高
原
）　

14
秒
5

【
走
り
高
跳
び
】　

　

５
年
女
子　

早は
や

川か
わ　

里り

奈な

（
上
竹
荘
）　　

１
㍍
12

　

５
年
男
子　

古こ

好よ
し　

優ゆ
う

正せ
い

（
豊
野
）　　
　

１
㍍
22（
新
）

　

６
年
女
子　

難な
ん

波ば

奈な

津つ

美み

（
大
和
）　　
　

１
㍍
15

　

６
年
男
子　

大お
お

月つ
き　

一い
っ

心し
ん

（
大
和
）　　
　

１
㍍
35（
新
）

【
走
り
幅
跳
び
】　

　

５
年
女
子　

早は
や

川か
わ　

幸さ

来き

（
上
竹
荘
）　　

３
㍍
06

　

５
年
男
子　

森も
り

尾お　

岳が
く

叶と

（
上
竹
荘
）　　

3
㍍
43

　

６
年
女
子　

禰ね

元も
と　

梨り

花か

（
吉
川
）　　
　

3
㍍
23

　

６
年
男
子　

塚つ
か

田だ　

和か
づ

生お

（
上
竹
荘
）　　

３
㍍
29

　

９
月
27
日
か
ら
28
日
の
２
日
間
、
豊
野
公
民
館
で
、
秋
の

草
木
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
草
木
展
は
、
豊
野
公
民
館
生
涯
学
習
特
別
活
動
の
中

で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
会
期
中
は
山
野
草
ク
ラ
ブ
会
員

21
名
が
、
丹
精
込
め
て
育
て
た
多
く
の
作
品
が
会
場
い
っ
ぱ

い
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
オ
シ
ロ
イ
バ
ナ
」
や
「
ノ
コ
ン
ギ
ク
」「
花
ナ
ス
」
な
ど
、

秋
を
彩
る
さ
ま
ざ
ま
な
山
野
草
が
、
鉢
植
え
、
寄
せ
植
え
に

し
て
展
示
さ
れ
、
会
場
を
訪
れ
た
多
く
の
来
場
者
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

豊
野
公
民
館
草
木
展 和か

ず

也や

さ
ん
と
金か
な

山や
ま

佑ゆ

衣い

さ

ん
が
、
シ
ェ
レ
ン
ベ
ル

ガ
ー
さ
ん
か
ら
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
指
揮
を
体
験

し
ま
し
た
。

　

御
北
小
５
年
生
の
藤ふ

じ

澤さ
わ

優ゆ
う

梨り

さ
ん
は
「
演
奏
者
の

人
数
が
多
く
、
楽
器
も
近

く
で
見
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
、
も
う
一
度
聴
い
て

み
た
い
で
す
」
と
感
想
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
】

　

５
年
女
子　

見み

尾お　

來ら
い

夢む

（
円
城
）　　
　

31
㍍
07

　

５
年
男
子　

堀ほ
り　

　

琢た
く

磨ま

（
大
和
）　　
　

47
㍍
42

　

６
年
女
子　

沼ぬ

本も
と　

朱あ
や

音ね

（
円
城
）　　
　

40
㍍
32

　

６
年
男
子　

難な
ん

波ば　

大た
い

成せ
い

（
下
竹
荘
）　　

41
㍍
60

【
４
０
０
㍍
リ
レ
ー
】

　

女
子　

西に
し

谷た
に

麻ま

衣い

・
山や
ま

本も
と

茉ま

生お

・
禰ね

元も
と

梨り

花か

・

　
　
　
　

山や
ま

本も
と

朱あ
か

音ね

（
吉
川
）　　
　
　

1
分
07
秒
3

　

男
子　

相あ
い

原は
ら

裕ゆ
う

吏り

・
古こ

好よ
し

優ゆ
う

正せ
い

・
込こ
み

山や
ま

恭き
ょ
う

介す
け

・

　
　
　
　

畠は
た

木き

慎し
ん

之の

介す
け

（
豊
野
）　　
　

1
分
02
秒
1
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御
北
公
民
館

�
ソ
プ
ラ
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

安
全
、安
心
な

�

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

　

10
月
12
日
、
御
北
小
学
校

で
、
御
北
公
民
館
主
催
に
よ

る
「
ソ
プ
ラ
ノ
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
開
催
さ
れ
、
御
北
公

民
館
こ
ど
も
大
学
を
受
講
し

て
い
る
児
童
や
地
域
住
民
約

１
５
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
倉
敷
市
在
住
の

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
で
あ
る
村む

ら

上か
み

彩あ
や

子こ

さ
ん
と
、
ピ
ア
ノ
演
奏

者
の
池い

け

上が
み

環た
ま
き

さ
ん
が
「
ふ
る

さ
と
」や「
ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
」な
ど
の
名
曲
計
９
曲
を
披
露
。

歌
の
合
間
に
は
、
村
上
さ
ん
が
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
に
な
る
ま
で

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
東
日
本
大
震
災
後
、
現
地
で
開
催
し
て

い
る
音
楽
活
動
に
つ
い
て
熱
心
に
語
ら
れ
、
参
加
者
は
音
楽

を
通
し
て
豊
か
な
感
性
や
夢
を
抱
く
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ

る
と
と
も
に
、
村
上
さ
ん
の
伸
び
や
か
な
す
ば
ら
し
い
歌
声

か
ら
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
子
ど
も
た
ち
が
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ
て
参
加
者

全
員
で
「
花
は
咲
く
」
を
合
唱
。　

参
加
し
た
、
山や

ま

﨑さ
き

眞ま
さ

生お

さ
ん
は
「
歌
声
に
非
常
に

感
動
し
た
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、努
力
を
重
ね
、

苦
難
を
乗
り
越
え
て
今
の

歌
手
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
人
間
と
し
て
素
晴
ら
し

い
」
と
感
想
を
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

10
月
15
日
、
円
城
小
学
校

で
、
岡
山
北
警
察
署
主
催
に

よ
る
岡
山
北
警
察
署
管
内
地

域
安
全
運
動
推
進
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
地
域
の
安

全
活
動
を
さ
ら
に
強
化
す
る

こ
と
で
、
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
。
町
内
の
地

域
安
全
推
進
委
員
、
同
地

区
内
の
幼
稚
園
児
や
小
学
校
児
童
、
少
年
警
察
協
助
員
約

２
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
岡
山
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る
映
画

の
名
曲
な
ど
計
５
曲
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
同
署
の
１
日
署
長
に
委
嘱
さ
れ
た
、
フ
リ
ー
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
の
森も

り

田た

恵け
い

子こ

さ
ん
が
「
防
犯
に
つ
い
て
考
え
、

一
人
ひ
と
り
が
防
犯
意
識
を
高
め
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
」
と
地
域
安
全
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
ま
し�

た
。

　

そ
し
て
、
同
署
管
内
地
域

安
全
推
進
員
会
の
黒く

ろ

田だ

員か
ず

米よ
ね

副
会
長
が
「
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
、皆
さ
ん
と
と
も
に
、

犯
罪
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
す
」

と
力
強
く
宣
言
し
ま
し
た
。

　

10
月
12
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
「
飲
酒
運
転
根

絶
条
例
制
定
記
念
町
民
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、吉
備
中
央
町
が
市
町
村
で
は
県
内
初
と
な
る「
飲

酒
運
転
根
絶
条
例
」
を
制
定
し
、
飲
酒
運
転
に
起
因
し
た
交

通
事
故
に
よ
る
加
害
者
、
被
害
者
に
な
ら
な
い
よ
う
、
一
丸

と
な
っ
て
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
取
り
組
む
機
運
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
岡
山
北
警
察
署
、
交
通
安
全
対
策
協
議
会
、
住

民
会
長
、
区
長
な
ど
、
約
２
０
０
名
の
関
係
者
が
参
加
。
岡

山
北
警
察
署
の
森
下
署
長
か
ら
「
条
例
の
施
行
に
よ
り
、
飲

酒
運
転
を
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
と
い
う

機
運
を
高
め
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
交
通
安
全
母
の
会
の
森も

り

下し
た

治は
る

美み

会
長
か
ら
「
飲

酒
運
転
根
絶
の
輪
を
広
げ
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
悲
惨
な
交
通

事
故
被
害
者
を
一
人
も
出
さ
な
い
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
」
と

決
意
宣
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
津
山
署
の
築つ

き

山や
ま

明あ
き

夫お

さ
ん
に
よ
る
「
飲
酒
ひ
き
逃

げ
事
故
の
遺
族
に
な
っ
て
」と
題
し
た
特
別
講
演
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

飲
酒
運
転
の
根
絶
を
願
っ
て

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

12
月
の
行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談

　

行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご
と
相

談
）
を
次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日時 12月20日（金）午前９時～正午

会場 豊野公民館 加茂川総合福祉
センター

相談
内容

行政相談
人権相談
福祉相談

人権相談
福祉相談

【お問い合わせ先】
　住民課　戸籍住民班� ☎ 0866-54-1316
　㈳社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所� ☎ 0866-54-1818
　　やすらぎ事業所� ☎ 0867-34-1522

日
　
　
時

会
　
　
場

12
月
３
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

賀
陽
庁
舎相

談
室

12
月
17
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

加
茂
川
庁
舎相談

室

消
費
生
活
相
談
会

　

消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

消
費
生
活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

　
「
困
っ
た
な
」
と
思
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま

ず
、
ま
ず
は
相
談
を
! !

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
不

　

当
請
求

・
は
が
き
に
よ
る
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務
の
相
談
に
つ
い
て

・
そ
の
他
、
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す
。

※�

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
当
日
受
付
可
）

年
金
相
談
会

　

日
時　

12
月
５
日
㈭

�

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

会
場　

吉
備
高
原
総
合
調
整
事
務
所

　

内
容　

��

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る

年
金
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本

年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所
の
職

員
が
お
答
え
し
ま
す
。

＊
予
約
受
付
に
つ
い
て

　

受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
電
話
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】�

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

　

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

ご
注
意
く
だ
さ
い

教
育
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

水
道
を
凍
結
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

　

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
１
名
の
任
命

が
、
平
成
25
年
第
５
回
吉
備
中
央
町
議
会
定

例
会
に
お
い
て
同
意
さ
れ
、
10
月
30
日
山
本

町
長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

○
教
育
委
員
会
委
員

　
　

津つ

島し
ま

雅ま
さ

章あ
き

（
福
沢
）
教
育
委
員
３
期
目

　
　

任
期　

平
成
25
年
10
月
30
日

　
　
　
　
　
　

～
平
成
29
年
10
月
29
日

○
寒
さ
は
水
道
の
天
敵
で
す
！

　

�

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
の
厳
し
い
寒

さ
に
な
る
と
、
水
道
の
凍
結
事
故
が
急
に

多
く
な
り
、
水
が
出
な
く
な
っ
た
り
水
道

管
や
メ
ー
タ
ー
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
る

た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
保
温
！

　

�
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
を
保
温
し
て
く
だ

さ
い
。
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や
保
温
材
、
布

な
ど
を
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
へ
入
れ
て

お
く
と
凍
結
防
止
に
な
り
ま
す
。

　

�

た
だ
し
、
布
な
ど
の
保
温
材
が
濡
れ
な
い

よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ
た
上

で
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
へ
入
れ
て

く
だ
さ
い
。

○
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
管
理
！

　

�

水
道
料
金
算
定
の
基
礎
と
な
る
水
道
メ
ー

タ
ー
の
検
針
が
正
確
に
行
え
る
よ
う
、

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
管
理
を
お
願
い

し
ま
す
。（
土
・
泥
・
水
の
排
除
、
汚
れ

の
除
去
、凍
結
防
止
、ま
た
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
の
上
に
物
を
置
い
た
り
、
車
を
駐
車

さ
れ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

水
道
課　

上
水
道
班
（
吉
川
４
３
８
２
）

�

☎
０
８
６
６

－

５
６

－

７
１
３
４

冬
到
来
！
水
道
の
凍
結
に

�

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

メーター 止水栓

水

保温材

メーター保温材または、発泡スチロール
を親指大にちぎって袋などに入れる。
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肺炎球菌予防接種費用を助成します
　高齢者等の肺炎を予防するため、肺炎球菌予防接種の費用を一部助成します。
●助成額　　　３，０００円
●申込及び接種方法
　　�　予防接種を受ける前に必ず役場保健課、加茂川総合事務所または各支所、出

張所で申請手続きを行ってください（接種後の申請はできません）。
　　�　申込後助成券を送付しますので、町内の肺炎球菌予防接種実施医療機関へ持

参して、接種を受けてください（医療機関へは事前の予約が必要です）。

●対象者　町内に住所がある方で、次のいずれかに該当する方
　　　　　①接種日において75歳以上の方
　　　　　②�人工透析もしくは呼吸器障害による身体障害手帳保持者、在宅酸素療法患者で医師が必

要と判断した方
　　　　　③過去に助成を受けていない方

●その他　①この予防接種は、義務ではなく本人が希望する場合に限り行います。
　　　　　②すべての肺炎を予防するワクチンではありません。
　　　　　③�接種料金（医療機関によって異なります）から助成額3,000円を差し引いた額を接種した

医療機関へお支払いください。

【お問い合わせ先】　保健課　地域保健班　☎０８６６－５４－１３２６

医療費負担を少しでも軽く

家計にやさしい「ジェネリック医薬品」を活用しましょう !!
「ジェネリック医薬品」とは？

「ジェネリック医薬品」の安全性は？

  どうすれば処方してもらえるの？

　私たちが病院で処方してもらう医薬品には、新薬（先発医薬品）とジェネリック医薬品（後発医薬品）
の２種類があります。
　「新薬」は、開発から承認まで長年を要し、莫大な開発費用がかかります。また特
許期間中は、その薬を開発した企業だけが独占的に製造販売できることとなっていま
す。特許期間が過ぎると、薬を開発した企業でなくても「新薬」と同じ有効成分をもっ
た「ジェネリック医薬品」を製造販売することができることとなります。
　「ジェネリック医薬品」は、開発コストがかからないぶん新薬より価格が３割～５
割以上安いというメリットがあります。

　「ジェネリック医薬品」は、新薬と同様の安全基準を満たしており、厚生労働省のジェネリック医薬品
承認基準をクリアした信頼できる薬です。

　「ジェネリック医薬品にしてほしい」ことを、かかりつけの医師や薬局の薬剤師に伝えることが必要です。
ただ、薬によっては「ジェネリック医薬品」に変更できない場合もありますので、まずは相談してみましょう。

【お問い合わせ先】　保健課　医療保険班　☎０８６６－５４－１３２６

献血実施のお知らせ

～献血は命を救うボランティア～

日にち

会　場

12月16日（月曜日）

『農村環境改善センター』９時30分～10時30分
『ロマン高原かよう総合会館』14時30分～16時30分

　冬場は、輸血用血液の不足が心配されます。安定的な血液確保のため、皆様のあたたかいご
協力よろしくお願いします。
　移動献血では400㎖のみの献血となります。200㎖献血を希望される方は、献血センターな
どの固定施設で献血の協力をお願いします。400㎖の対象者は年齢、
男性17歳から69歳、女性18歳から69歳で男女とも体重が50㎏以
上の方になります。
　お一人でも多くのご協力をお待ちしています。
　また、献血カードをお持ちの方は、ご持参ください。
　下記の場所でも献血は可能です。

1岡山県赤十字血液センター
　岡山市北区いずみ町３－36
　　☎０８６－２５５－１２１１
　　フリーダイヤル
　　０１２０－２６－１２１１

●受付時間（日曜日～金曜日）
　９：00～12：00
　　　　　（成分献血～11：00）
　13：00～16：30
　　　　　（成分献血～16：00）

●休日
　�土曜日、祝日、９月１日（創立記念日）、
12月29日～１月３日

2献血ルームももたろう
　岡山市北区表町1丁目５－１
　　　　　岡山シンフォニービル１階
　　☎０８６－２２５－６３０１
　　フリーダイヤル
　　０１２０－３５６－６３９

●受付時間（日曜日～金曜日）
　10：00～13：00
　　　　　（成分献血～12：00）
　14：00～17：30
　　　　　（成分献血～17：00）

●休日
　�12月31日～１月２日

【お問い合わせ先】　保健課　地域保健班　☎０８６６－５４－１３２６
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●�入所基準　�児童及び児童の両親等が町内に住所を有し、両親のいずれも（両親と別居している場合
には、児童の面倒を見ている者）が次のいずれかの事情にある場合です。

　①家庭外労働：児童の親が家庭の外で仕事を行っているため、その児童の保育ができない場合。
　②家庭内労働：�児童の親が家庭で児童と離れて日常の家事以外の仕事を行っているため、その児童

の保育ができない場合。
　③親のいない家庭：死亡、行方不明、拘禁などの理由により親がいない家庭の場合。
　④母親の出産等：�親が出産の前後、病気、負傷、心身に障害があったりするので、その児童の保

育ができない場合。
　⑤病人の看護等：�その児童の家庭に長期にわたる病人や、心身に障害のある人がいるため、親が

いつもその看護にあたっており、その児童の保育ができない場合。
　⑥家 庭 の 災 害：�地震、火災、風水害などにより家屋などを失ったり破損したため、その復旧の間、

児童の保育ができない場合。
●対 象 年 齢　１歳から就学前（大和保育園は６カ月から就学前）
●申込受付期間　平成25年12月２日（月）～平成25年12月27日（金）
●提　 出 　先　申込書は各保育園へ提出してください。
●申込書類等　�入所申込書・就労証明書・家庭調査書・平成25年中の父親、母親の所得等を証する

書類など（申込時に添付できない書類は、後日提出してください）
　　　　　　　　申込書類等は保健課、加茂川総合事務所・各保育園にあります。
●�そ　 の 　他　�年度途中における入所希望者は、入所希望２か月前に希望する保育園または保健課

へ連絡してください。なお年度途中の入所申込みは入所園児数の都合でお断りする
場合がありますので、ご了承ください。

　　　　　　　　�開園時間は午前７時30分から午後６時までです。豊野保育園と吉川保育園では午後
７時まで延長保育を行っています。

●保育料（平成25年度参考）

平成26年度　保育所入所園児募集のお知らせ

【お問い合わせ先】
　　保育の内容等に関すること（各保育園）
　　双葉保育園（定員45人）☎0867-34-1145　上竹荘保育園（定員30人）☎0866-54-1068
　　豊野保育園（定員45人）☎0866-54-0006　下竹荘保育園（定員30人）☎0866-54-1546
　　吉川保育園（定員45人）☎0866-56-7301　大和保育園（定員45人）☎0866-55-5803
　　制度及び入所申込書等記入方法（保健課）
　　保健課　子育て支援班 　☎0866-54-1326

町内各保育園では平成26年度に入所する園児を募集します。

児童の世帯の階層区分 月 額 保 育 料
階層区分 家庭の課税状況 ３歳未満児 ３歳以上児
第１階層 生活保護世帯 0円 0円
第２階層

町民税
非課税世帯 6,300円 4,200円

第３階層 課税世帯 13,650円 13,000円
第４階層

所得税

40,000円未満 22,500円 13,000円
第５階層 40,000円以上103,000円未満 32,480円 13,000円
第６階層 103,000円以上413,000円未満 42,700円 13,000円
第７階層 413,000円以上 56,000円 13,000円
※�保育料の算定は、最初に児童と生計を一緒にしている父母又はそれ以外の扶養義務者の平成25年分所得税額の合
計をもって判定し、それが困難な場合には平成25年度町民税の課税状況をもとに算定します。なお、所得税額は
住宅借入金等特別控除・配当控除等を行う前の税額となります。

※�平成26年度の保育料の基礎となる平成25年分所得税額、平成25年度町民税額は、平成22年度税制改正による扶養
控除廃止前の想定所得税額へ計算し直したものを基礎とする予定です。

※�同一世帯に保育所及び幼稚園等に入所児童が２人以上の場合、２人目の保育料は基準額の半額、３人目以降の保
育料は無料となります。（10円未満切り捨て）

※階層区分が第２階層であって、母子世帯等、在宅障害児（者）のいる世帯の場合には、保育料が減額されます。

確定申告の時期が近づいてきました

来年から
記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大されます

　農業・営業等の事業所得や、不動産所得・譲渡所得等がある方は、毎年１月１日から12月
31日までの所得金額を計算し、所得税または町県民税の申告書を翌年の３月15日（平成25年
分については３月17日㈪まで）までに提出しなければならないことになっています。申告期
限直前になってあわてないためにも、今から準備をはじめましょう。

【帳簿・書類の保存期間】
保存が必要なもの 保存期間

帳　簿 収入金額や必要経費を記載した帳簿（法定帳簿） ７年
業務に関して作成した上記以外の帳簿（任意帳簿） ５年

書　類
決算に関して作成した棚卸表・その他の書類

５年業務に関して作成し、または受領した請求書、納品書、送り状、領収書
などの書類

【お問い合わせ先】　税務課　課税班　☎０８６６－５４－１３１５

　事業所得（営業・農業）等を有する白色申告の方に対する現行の記帳・帳簿等の保存制度
について、平成26年分所得から対象となる方が拡大されます。
※�現行の記帳帳簿等の保存制度の対象者は、白色申告の方のうち前々年分あるいは前年分の
事業所得等の金額の合計が300万円を超える方です。

　対象となる方

　　事業所得（営業・農業）、不動産所得または山林所得を生ずべき業務を行うすべての方です。
　※所得税の申告の必要がない方も記帳・帳簿等の保存制度の対象となります。

　記帳する内容

　�　売上げなどの収入金額、仕入れや経費に関する事項について、取引の年月日、売上先・
仕入先・その他の相手方の名称、金額、日々の売り上げ・仕入れ・経費の金額等を帳簿に
記載します。
　�　記帳に当たっては、一つ一つの取引ごとではなく日々の合計金額をまとめて記載するな
ど簡易な方法で記載してもよいことになっています。

　帳簿等の保存

　�　収入金額や必要経費を記載した帳簿のほか、取引に伴って作成した帳簿や受け取った請
求書・領収書などの書類を保存する必要があります。
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お
知
ら
せ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
町以外からのお知らせ

平
成
25
年
工
業
統
計
調
査
を

�

実
施
し
ま
す

お
知
ら
せ

人
権
週
間
の
お
知
ら
せ

　

12
月
10
日
は
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
国
連

総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
人
権
デ
ー
」
で
す
。

我
が
国
に
お
い
て
は
毎
年
「
人
権
デ
ー
」
を

最
終
日
と
す
る
１
週
間
（
12
月
４
日
㈬
か
ら

10
日
㈫
）
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
人
権

尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め
の
啓
発

活
動
を
集
中
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
人
権
」
と
は
、
人
間
の
尊
厳
に
基
づ
い

て
一
人
ひ
と
り
が
持
っ
て
い
る
固
有
の
権
利

で
あ
り
、
す
べ
て
の
人
々
が
個
人
と
し
て
の

生
存
と
自
由
を
確
保
し
、
社
会
に
お
い
て
幸

福
な
生
活
を
営
む
た
め
に
欠
か
す
こ
と
が
で

き
な
い
権
利
で
す
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
の
周
り
で
は
依
然
と
し

募　

集

放
送
大
学
4
月
入
学
生
募
集

津
賀
公
民
館

�

☎
０
８
６
７

－

３
４

－

１
８
０
７

御
北
公
民
館

�

☎
０
８
６
７

－

３
５

－

０
５
５
０

◎
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

　
「
迎
春
寄
せ
植
え
」

　

■
日　

時
／
12
月
21
日
㈯

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
3
時

　

■
場　

所
／
津
賀
公
民
館

　

■
材
料
代
／
１
，０
０
０
円

　

■
持
参
品
／
ナ
イ
ロ
ン
手
袋
、
て
ふ
き

　

■
申
込
締
切
／
12
月
11
日
㈬

◎
小
学
生
交
流
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

�

（
津
賀
・
円
城
・
御
北
公
民
館　

合
同
開
催
）

　

■
日　

時
／
12
月
１
日
㈰

　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時

　

■
場　

所
／�

か
も
が
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公

園
ア
リ
ー
ナ

◎
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

　

～
お
正
月
用
寄
せ
植
え
～

　

■
日
時
・
場
所

　

12
月
10
日
㈫
・
長
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

12
月
11
日
㈬
・
豊
岡
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

　

12
月
12
日
㈭
・
新
山
ほ
ほ
え
み
セ
ン
タ
ー

◎
下
竹
地
区
ク
リ
ー
ン
作
戦

　

■
日　

時
／
12
月
1
日
㈰

　
　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
10
時
頃
ま
で

　

■
場　

所
／
下
竹
地
区
内

　

＊
小
雨
の
場
合
は
実
施
し
ま
す
。

◎「
サ
ウ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
３
」

　

■
日　

時
／
12
月
８
日
㈰

　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
～

　

■
場　

所
／
大
和
公
民
館

　

■
内　

容
／
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
の
演
奏
会

　
　
　
　
　
　

７
～
８
組
参
加
予
定
。

大
和
公
民
館

�

☎
０
８
６
６

－

５
５

－

５
９
７
４

下
竹
荘
公
民
館

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

０
９
７
０

《
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
》�

河
田　
和
枝
選
（
投
句
者
190
名
）

「
佳
作
」

　
　
　
旅
立
ち
の
季
節
に
な
っ
た
三
年
生�

光
森
　
朱
里

　
　
　
ゆ
め
じ
ゃ
な
い
宇
宙
旅
行
は
も
う
で
き
る�

藤
原
　
楓
斗

　
　
　
世
界
中
果
て
な
く
旅
す
る
白
い
雲�

溝
口
　
拳
也

　
　
　
わ
た
り
鳥
そ
ろ
そ
ろ
旅
に
出
る
季
節�

寺
本
祥
一
朗

　
　
　
歌
声
が
音
ぷ
に
の
っ
て
旅
を
す
る�

文
谷
あ
さ
ひ

「
三
光
」

　
人
　
種
た
ち
の
旅
立
ち
お
く
る
四
季
の
花�

小
野
　
俊
洋

　
地
　
本
の
世
界
じ
ゃ
ま
の
入
ら
ぬ
一
人
旅�

谷
本
　
昇
平

　
天
　
人
は
皆
人
生
と
い
う
旅
を
す
る�

三
島
奈
々
海

《
一
般
の
部
》�

生
駒　
聖
天
選
（
投
句
者
31
名
）

「
佳
吟
」

　
　
　
旅
疲
れ
土
産
と
共
に
持
ち
帰
る�

浅
田
　
君
子

　
　
　
湯
の
宿
で
瀬
音
聞
き
つ
つ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ�

片
山
　
紀
彦

　
　
　
方
言
が
と
び
交
う
貸
切
り
バ
ス
の
旅�

河
田
　
和
枝

　
　
　
泣
い
て
笑
っ
て
い
い
旅
で
し
た
金
婚
譜�

黒
瀬
　
嘉
子

　
　
　
ゆ
ず
ら
れ
た
席
か
ら
嬉
し
い
旅
の
友�

山
岡
か
ず
子

「
三
光
」

　
人
　
煩
悩
を
捨
て
て
懺
悔
の
遍
路
旅�

宮
脇
　
和
恵

　
地
　
句
読
点
打
て
ぬ
夫
婦
の
つ
づ
く
旅�

中
尾
　
里
恵

　
天
　
終
盤
の
旅
華
や
か
に
生
き
よ
う
か�

田
中
　
敦
子

＊12月の課題は「時間」、１月の課題は「宝」です。
　投句の方法…�はがきに２句以内・氏名（本名）を書いて
　下加茂1106－９　津賀公民館放送川柳係
　までお送りください。
　投句締め切り日…毎月15日必着

◆�町内皆さまのご参加をお待ちして
います。

　�毎月第３木曜日に円城公民館（総
合福祉センター）へ５首までを持
参。合評・互選などをしています。

町内に
在住在勤の方は
どなたでも
応募できます。

連
休
に
必
ず
行
く
と
約
束
の
守
れ
ぬ
人
を
待
つ
身
の
侘
し�

土
居
　
於
栄

秋
深
し
風
に
誘
わ
れ
萩
の
枝
の
山
路
に
重
く
乱
れ
咲
く
な
り�

土
居
　
照
代

や
せ
鳶
の
峡
ま
う
姿
見
上
げ
れ
ば
声
も
細
り
て
羽
透
け
て
見
ゆ�

山
﨑
し
げ
る

ゴ
ー
ル
ま
で
あ
と
ひ
と
息
の
坂
道
を
車
い
す
選
手
の
二
の
腕
が
行
く�

難
波
　
良
子

カ
レ
ン
ダ
ー
捲め

く
っ
た
順
に
取
っ
て
置
く
大
き
く
絵
を
か
く
孫
を
想
っ
て�

河
内
　
晶
子

蔓
枯
れ
て
水
も
貰
え
ぬ
プ
ラ
ン
タ
ー
に
ブ
ル
ー
の
朝
顔
小
さ
く
咲
け
り�

山
本
　
豊
子

九
十
才
で
同
窓
会
を
と
約
し
友
訃
報
に
接
す
猛
暑
過
ぐ
秋�

國
只
由
紀
子

蒔
き
ど
き
の
遅
れ
た
白
菜
雨
を
吸
い
み
ど
り
の
筋
が
つ
づ
く
嬉
し
さ�

中
山
　
文
恵

お
知
ら
せ

あ
ら
く
さ
短
歌
会�

（
円
城
公
民
館
）　

放
送
川
柳
　
平
成
25
年
10
月
秀
句
　
題
「
旅
」（
津
賀
公
民
館
）

　

※�

時
間
は
い
ず
れ
の
会
場
も
、
午
後
１
時

30
分
～
午
後
３
時

　

■
受
講
料
／
１
，０
０
０
円

　

■
持
参
品
／
移
植
ご
て
、
手
袋

　

■
申
込
締
切
／
11
月
29
日
㈮

　

※�

参
加
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

公
民
館
コ
ー
ナ
ー

　

創
立
30
周
年
を
迎
え
た
放
送
大
学
で
は
平

成
26
年
度
第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学

で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ

ま
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し

た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学

ん
で
い
ま
す
。

○�

15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
1
科
目
か
ら
学
習

す
る
選
科
履
修
生
・
科
目
履
修
生
と
し
て

入
学
で
き
ま
す
。

○�

18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お
持
ち
の

方
な
ら
、
入
学
試
験
は
な
く
、
全
科
履
修

生
と
し
て
入
学
で
き
、
４
年
以
上
在
学
し

て
、１
２
４
単
位
を
修
得
し
卒
業
す
る
と
、

学
士（
教
養
）の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

○�

一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た
い
方
に

は
「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
平
成
26
年
2
月
28
日
ま
で
。

【
資
料
請
求
（
無
料
）・
お
問
合
わ
せ
先
】

　

〒
７
０
０

－

０
０
８
２

　

岡
山
市
北
区
津
島
中
３

－

１

－

１

　

岡
山
大
学
構
内　

放
送
大
学

　

岡
山
学
習
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
８
６

－

２
５
４

－

９
２
４
０

�

　
　

０
８
６

－

２
５
４

－
９
２
８
６

　

E-m
ail

：okayam
a-sc@

ouj.ac.jp

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://w
w
w
.ouj.ac.jp

FAX

て
、
女
性
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
害
の
あ

る
人
な
ど
に
対
す
る
暴
力
や
虐
待
、
い
じ
め

な
ど
の
人
権
侵
害
や
同
和
問
題
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
問
題
が
発
生
し
、
そ
の
問
題
は

複
雑
・
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　
「
人
権
週
間
」
を
契
機
に
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
、
人
権
の
尊
重
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

県
庁　

人
権
施
策
推
進
課

�

☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
４
０
６

年
末
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売
中

　

宝
く
じ
は
、
県
内
で
の
総
売
上
額
の
約
４

割
が
県
の
収
益
金
と
な
り
、
公
園
や
学
校
と

い
っ
た
教
育
施
設
の
充
実
、
岡
山
後
楽
園
で

開
催
す
る
幻
想
庭
園
と
い
っ
た
文
化
振
興
事

業
な
ど
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
を
よ
り
豊

か
に
す
る
た
め
の
貴
重
な
財
源
と
し
て
、
幅

広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
年
末
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は
、１
等
・

前
後
賞
を
合
わ
せ
て
７
億
円
と
、
ジ
ャ
ン
ボ

史
上
最
高
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
か
ら
当
選
確
率
を
重
視
し
た

年
末
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
７
０
０
０
万
が
同
時
発

売
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

宝
く
じ
の
売
り
上
げ
向
上
が
、
県
民
の
皆

さ
ん
へ
の
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に
つ
な

が
り
ま
す
の
で
、宝
く
じ
は
、ぜ
ひ
「
県
内
」

で
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

○
発
売
期
間
：
11
月
22
日
～
12
月
20
日

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

○�

平
成
25
年
工
業
統
計
調
査
は
、
従
業
者
４

人
以
上
の
全
て
の
製
造
事
業
所
を
対
象
に

12
月
31
日
時
点
で
実
施
し
ま
す
。

○�

工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
に
お
け
る
工

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
政
府
の
重
要
な
調
査
で
、
統
計
法

に
基
づ
く
報
告
義
務
の
あ
る
基
幹
統
計
調

査
で
す
。

○�

調
査
の
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や
地
域
振

興
な
ど
、
国
及
び
地
域
行
政
施
策
の
た
め

の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

○�

調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
内
容
は
、

統
計
作
成
の
目
的
以
外（
税
の
資
料
な
ど
）

に
使
用
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

○�

調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
御
理
解
い
た
だ

き
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

�

経
済
産
業
省
・
岡
山
県
・
吉
備
中
央
町

切
れ
た
電
線
に
近
づ
か
な
い
で

　

切
れ
た
電
線
や
垂
れ
下
が
っ
た
電
線
は
、

感
電
の
恐
れ
が
あ
り
大
変
危
険
で
す
。

　

絶
対
に
、近
づ
い
た
り
触
れ
た
り
せ
ず
に
、

す
ぐ
に
中
国
電
力
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】

　

中
国
電
力
株
式
会
社

　

岡
山
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
１
２
０

－

４
１
３

－

８
２
３

　

県
庁　

財
政
課

�
☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
２
３
１
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図書館だより かもがわ図書館 ☎ 0867 -34 -1115
 0867 -34 -0401

ロマン高原かよう図書館 ☎ 0866 -54 -1331
 0866 -54 -1311

12月号

出会いの
月号

扉
2013年 12月の休館日

2日 9日 15日
16日　23日
28日～31日

＜一般書＞　�
　叔父夫婦が営む袋物屋で
女中として働くおちかは、
店を訪れる人々が語る不思
議な話「変わり百物語」を
聞き集めている。ある日、
どうしても聞いてほしい話
があるという老人が、息も
絶え絶えにおちかのもとを
訪れる。その男が語ったの
は世にも恐ろしく悲しい物
語だった―。
� （かもがわ図書館）

＜児童書＞　�

　オウマガドキ（逢魔が時・
大禍時）というのは夕暮れ
の時間のこと。昼と夜、こ
の世とあの世のさかいめの
夕暮れどきには何かが起こ
る !? さあ、クラスメート
のオバケや妖怪たちと一緒
に、ゾクッとこわ～い怪談
授業のはじまりはじまり！
�（ロマン高原かよう図書館）

『怪談オウマガドキ学園　１  真夜中の入学式』
怪談オウマガドキ学園編集部/編  童心社

＜新着図書紹介＞
館名：「か」かもがわ図書館　「ロ」ロマン高原かよう図書館

書　　　名 著者・出版社 館

絵　
　
　

本

だいすき、でも、でもね 二宮由紀子／文研出版 か

へんしんレストラン あきやまただし／金の星社 か

ねこときどきライオン 藤本ともひこ／講談社 ロ

そんなときどうする？ モーリス･センダック／岩波書店 ロ

児　

童　

書

おさるのジョージ とけいえほん マーガレット･レイ／金の星社 か

忍たま乱太郎 豆をうつすならいの段 尼子騒兵衛／ポプラ社 か

ドラえもん科学ワールドスペシャル 藤子・Ｆ・不二雄／小学館 ロ

魔女がまちにやってきた 村上 勉／偕成社 ロ

一
般
実
用
書

伝え方が９割 佐々木圭一／ダイヤモンド社 か

家族野菜を未来につなぐ 三浦雅之／学芸出版社 か

○に近い△を生きる 鎌田 實／ポプラ社 ロ

（株）貧困大国アメリカ 堤 未果／岩波書店 ロ

一
般
読
み
物

竹林はるか遠く ヨーコ･カワシマ／ハート出版 か

祈りの幕が下りるとき 東野圭吾／講談社 か

民王 池井戸 潤／文藝春秋 ロ

生きる事はおもしろい 五木寛之／東京書籍 ロ

お
は
な
し
の
へ
や
12月

司書が選ぶ

この一冊
★おいでおいで（乳幼児対象）毎月第２・第４木曜日
　　　　　　　　　　　　  　午前10時30分～午前10時50分
　　　12日（木）かもがわ図書館
　　　26日（木）ロマン高原かよう図書館

★わくわく（幼児・小学生対象）毎月第３土曜日
　　　　　　　　　　　　　　  　午後２時～午後２時50分
　　　21日（土）かもがわ図書館

出 演 おはなしやさん

『泣き童子
� 三島屋変調百物語参之続』
宮部みゆき／著　文藝春秋

岡
山
県
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
（
平
成
24
年
度
）

今
回
は
優
良
賞
に
輝
き
ま
し
た
、
西に
し

﨑ざ
き

　
な
ず
な
さ
ん
の
「
姉
の
役
割
・
私
の
役
割
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「姉の役割・私の役割」
吉川中学校　２年

西
にし

㟢
ざき

 なずなさん

　
「
行
っ
て
き
ま
ー
す
！
」

　

運
動
用
の
服
に
着
替
え
て
、
ボ
ー
ル
を
持
っ
て
走
り
出
す

弟
。
と
て
も
楽
し
そ
う
で
元
気
が
あ
り
あ
ま
る
ほ
ど
だ
。
そ

ん
な
弟
を
私
は
い
つ
も
見
送
る
。

　

私
に
は
、
小
学
三
年
生
の
弟
が
い
る
。
弟
は
運
動
が
大
好

き
で
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
あ
ま
り
勉

強
を
し
な
い
。
弟
は
ゲ
ー
ム
が
好
き
で
、
よ
く
友
達
を
呼
ん

で
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
て
い
る
。
私
は
よ
く
親
か
ら
、

　
「
少
し
は
弟
の
宿
題
く
ら
い
見
て
や
り
な
さ
い
。
お
ね
え

ち
ゃ
ん
で
し
ょ
？
」

と
言
わ
れ
る
。
で
も
私
は
、

　
「
え
ぇ
ー
。
面
倒
く
さ
い
よ
ー
。
な
ん
で
わ
た
し
が
見
な

き
ゃ
い
け
な
い
の
ー
？
」

と
言
っ
て
見
よ
う
と
し
な
い
。
弟
と
は
仲
が
い
い
の
だ
が
、

小
さ
な
こ
と
で
ケ
ン
カ
を
し
、
口
を
聞
か
な
く
な
る
こ
と
も

あ
る
。
そ
ん
な
時
は
、
な
ん
で
弟
の
宿
題
ま
で
見
な
い
と
い

け
な
い
の
だ
ろ
う
、
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
す
れ
ば
い
い
の

に
と
思
っ
て
い
た
。

　

夏
休
み
も
一
週
間
が
過
ぎ
た
あ
る
日
、
私
の
思
い
は
一
変

し
た
。
夜
の
七
時
ご
ろ
、
ち
ょ
う
ど
弟
の
見
た
い
テ
レ
ビ
番

組
が
た
く
さ
ん
放
送
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
の
一
つ
を
私
は

か
な
り
大
き
い
音
量
で
楽
し
ん
で
い
た
の
だ
。す
る
と
弟
が
、

　
「
お
姉
ち
ゃ
ん
。
ド
リ
ル
ど
れ
か
選
ん
で
。」

ド
リ
ル
を
さ
し
出
し
て
私
に
声
を
か
け
て
き
た
。
弟
は
ね
む

た
そ
う
に
し
な
が
ら
も
、
勉
強
机
に
向
か
っ
て
、
か
な
り
の

量
の
宿
題
を
終
わ
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
た
の
だ
。
そ
の
時�

だ
。

　
「
な
ん
で
他
の
部
屋
で
テ
レ
ビ
を
見
な
か
っ
た
ん
だ
ろ

う
？
」

　
「
な
ん
で
テ
レ
ビ
の
音
量
を
さ
げ
よ
う
と
思
わ
な
か
っ
た

ん
だ
ろ
う
。」

そ
ん
な
思
い
が
私
の
中
に
こ
み
上
げ
て
き
た
。
が
ん
ば
っ
て

い
る
弟
を
よ
そ
に
私
は
だ
ら
だ
ら
と
の
ん
き
に
テ
レ
ビ
を
見

て
い
た
の
だ
。そ
の
こ
と
が
急
に
恥
ず
か
し
く
な
っ
て
き
た
。

　　

姉
の
役
目
は
、
自
分
の
仕
事
を
こ
な
し
な
が
ら
も
弟
の
手

助
け
を
す
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　
「
わ
か
ら
な
い
所
は
な
い
？
」

　
「
も
う
少
し
だ
よ
。
が
ん
ば
れ
！
」

そ
ん
な
優
し
い
言
葉
を
姉
と
し
て
私
は
弟
に
か
け
て
や
っ
て

い
た
だ
ろ
う
か
。

　

弟
が
小
学
校
へ
入
学
し
て
か
ら
三
年
間
、
私
は
、
勉
強
の

面
で
姉
ら
し
い
こ
と
を
一
つ
も
し
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。

全
部
母
や
祖
母
に
ま
か
せ
て
い
た
の
だ
。
ご
飯
の
し
た
く
を

し
な
が
ら
弟
の
勉
強
を
見
て
い
る
祖
母
の
姿
に
も
私
は
気
付

い
て
い
な
か
っ
た
。

　
「
こ
の
ま
ま
で
は
だ
め
だ
。」

私
は
今
ま
で
の
私
で
は
い
ら
れ
な
い
こ
と
に
や
っ
と
気
が
付

い
た
。

　

ど
ん
な
に
自
分
が
忙
し
く
て
も
、
家
族
に
ち
ゃ
ん
と
目
を

向
け
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
。
ケ
ン
カ
を
し
て
い
て
も
、
弟

の
こ
と
は
姉
で
あ
る
私
が
少
し
で
も
面
倒
を
見
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
に
そ
の
時
や
っ
と
気
付
い
た
の
だ
。

　

も
う
私
は
中
学
生
な
の
だ
。
小
さ
な
こ
と
で
ケ
ン
カ
を
す

る
と
い
う
考
え
も
改
め
た
い
と
思
う
。
祖
母
や
母
が
忙
し
い

時
に
、
自
分
か
ら
進
ん
で
弟
の
面
倒
を
見
た
い
と
思
う
。
そ

れ
と
と
も
に
、
親
の
手
伝
い
も
し
た
い
と
思
う
。

　

祖
母
が
料
理
を
し
て
い
た
ら
手
伝
う
と
か
、
祖
父
の
代
わ

り
に
夕
方
、
イ
ヌ
の
散
歩
に
行
く
と
か
、
い
つ
も
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
母
や
父
、
祖
母
や
祖
父
の
役
に
立
て
る
よ
う
に

に
も
な
り
た
い
と
思
う
。

　

家
族
の
仕
事
を
知
る
と
家
族
の
大
変
さ
が
わ
か
る
。
母
は

夜
お
そ
く
ま
で
一
生
懸
命
働
い
て
い
る
。
み
ん
な
の
食
べ
物

や
、
子
供
の
服
や
ゲ
ー
ム
を
買
う
た
め
に
働
い
て
く
れ
て
い

る
。
ど
れ
だ
け
私
達
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
く
れ
て
い
る
こ

と
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
が
少
し
で
も
分
か
れ
ば
き
っ
と
家
族

と
接
す
る
態
度
も
変
わ
る
と
思
う
の
だ
。

　
「
お
つ
か
れ
さ
ま
。」

　
「
あ
り
が
と
う
。」

そ
ん
な
言
葉
が
自
然
に
口
に
出
来
た
ら
い
い
な
と
思
う
。

　
「
じ
ぶ
ん
の
で
き
る
範
囲
の
こ
と
を
心
を
こ
め
て
す
る
。

し
か
も
そ
の
こ
と
が
さ
も
あ
た
り
前
の
よ
う
に
で
き
る
。」

こ
れ
が
今
の
私
の
目
標
だ
。
西
﨑
家
の
一
員
と
し
て
、
家
族

の
サ
ポ
ー
ト
役
を
し
っ
か
り
し
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
っ

て
い
る
。

貸出人気本ランキング 2012.10～2013.9

１．聞く力／阿川佐和子
２．虚像の道化師／東野圭吾
３．海賊とよばれた男
� ／百田尚樹
４．�人生がときめく片づけの
魔法／近藤麻理恵

５．ソロモンの偽証
� ／宮部みゆき

１．バムとケロのおかいもの
� ／島田ゆか
２．�ぼく、仮面ライダーにな
る！オーズ編／のぶみ

３．�リラックマまちがいさが
し／コンドウアキ

４．しましまぐるぐる／柏原晃夫
５．だるまさんの
� ／かがくいひろし

１．しずくちゃん 5／ぎぼりつこ
２．�忍たま乱太郎　密書でポ
ン！の巻／尼子騒兵衛

３．�みんなびっくり！うちら
のかわいいお部屋づくり
／ピチレモン編集部

４．�妖精のぼうし、おゆずりし
ます。／あんびるやすこ

５．こびと観察入門／なばたとしたか

一　般　書 絵　　　本児　童　書



おめ

でとう満1歳
便

菱
川　
　

凛
ち
ゃ
ん
（
下
加
茂
）

ひ
し
か
わ　

　
　

り
ん

平成24年12月14日生まれ

我が家の癒し♡
いつもニコニコ笑顔の凛ちゃん
これからもスクスク育っていってね
生まれてきてくれてありがとう

藤
井　

大
和
ち
ゃ
ん
（
上
田
西
）

ふ
じ
い　

や
ま
と

平成24年12月７日生まれ

にっこり笑顔が素敵な大和♡
お兄ちゃんと仲良く元気に大き
くなってね！

広報きびちゅうおう  2013.12 月号広報きびちゅうおう  2013.12 月号 1819

　平成25年９月27日から28日、マラソン発祥の地ギリシャで行われた「スパルタス
ロン」に参加しました。
　「スパルタスロン」は、アテネのパルテノン神殿から、はるか247キロ離れたスパ
ルタ市にあるレオダニス像まで、制限時間36時間以内に走る超ウルトラマラソン
レースです。
　昨年は異常気象で気温が平年より高く、熱中症でリタイアしてしまいましたが、
リベンジということで今年も挑戦。そして、無事完走しました。
　このレースは、厳しい出場資格を経て世界中から多くの選手が出場し、距離もさ
ることながらコース途中には標高1200ｍの山越えもあるという、大変厳しいレース
です。
　また、地中海特有の強い日差しと低い湿度の気候のもと、日中の気温は30度以上、
体感温度は35度を超えてしまいます。汗を掻いてもすぐに乾いてしまうため、体内
の塩分と水分が知らないうちに奪われ、過労と塩分摂取により内臓に異常をきたし、
食べ物の補給が出来ない状態も起こります。
　このような過酷な状況下で、不眠不休、30
数時間走り続けるためには、走力はもちろん、
強靭な体力と強い精神力が要求されるのです。

　　●ゴールタイム　35時間41分４秒
　　●完走順位133位／148人　参加者330人　完走率45％

　現在は、国内で開催されるさくら道国際ネイチャーラン（名古屋市名古屋城 
～金沢市兼六園までの250㎞を走るレース）への出場を目指し、トレーニングを
続けられているそうです。これからも、ますますのご活躍をお祈りしています。
� （編集担当）

「スパルタスロン」完走！！� 秋
あき
山
やま
　茂
しげ
則
のり
さん（北）56歳

無事完走を果たして
（スパルタ市）

完走証とメダル

豊野公民館（２Ｆ）主な開催場所

隔週の火曜日（月間２回）午後7時～午後8時30分開催日時

団体名 豊野公民館英会話クラブ
「日常英会話」を２名の外国人の方から学びます。

どなたでも参加可能です。
特に初心者の方は大歓迎です。
入会金は不要です。会費は１回500円です。

☎0866－56－6506（渡辺）

英語を習いませんか！英語に興味のある
方、海外旅行を計画されている方、一から
英語を習いたいと思っている方…始めませ
んか、ご一緒に！
アットホームな雰囲気の中で、日常英会話
を学べます。ぜひ一度教室に遊びに来てく
ださい。
英会話が身近な存在になります。「おもて
なし」の英語を皆さんと学びましょう。

会員募集に関するお問い合わせ先

募集内容

活動実績

活動内容

　町内で活動しているスポーツや文化活動、地域づ
くりに取り組んでいる団体・グループを紹介します。
掲載を希望される場合は、企画課　公聴広報班にご
応募ください。

　吉備中央町では、２名の外国人の先生が町内小・
中学校で外国語指導助手（ALT）として活動されて
います。
　その先生方とお互いの国の文化交流を図りながら
英語の指導を受けています。
　現在は、アメリカ出身のクリス先生とダニエル先
生と交流を図っています。
　お二人ともユニークで素敵な先生方です。

－お便りと写真ありがとうございました－



フォト
トピックス
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【
今
月
号
の
表
紙
】

▼
今
月
号
の
表
紙
は
吉
川
八
幡
宮
当

番
祭
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
あ
る
、
白
装

束
の
当
番
様
の
「
走
り
競
べ
」
の
模

様
で
す
。

　
こ
の
祭
り
は
、
加
茂
大
祭
と
並
び

県
下
三
大
祭
り
の
一
つ
で
あ
り
、
10

月
１
日
か
ら
約
１
ヶ
月
、
さ
ま
ざ
ま

な
神
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

【
編
集
後
記
】

▼
ス
パ
ル
タ
ス
ロ
ン
完
走
の
秋
山
さ

ん
（
み
ん
な
の
ペ
ー
ジ
掲
載
）
か
ら

の
お
便
り
紹
介
に
あ
た
り
、
直
接
お

話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。

　
秋
山
さ
ん
は
50
歳
を
過
ぎ
、
禁
煙

を
き
っ
か
け
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
始
め

ら
れ
、
現
在
の
成
績
に
至
っ
て
い
ま

す
。「
こ
の
記
事
を
見
て
自
分
の
後

に
続
く
人
が
出
て
く
れ
た
ら
い
い
で

す
ね
」
と
笑
顔
で
話
さ
れ
て
い
た
の

が
印
象
的
で
し
た
。

　
新
た
な
挑
戦
を
す
る
こ
と
に
徐
々

に
た
め
ら
い
が
ち
に
な
り
ま
す
が
、

秋
山
さ
ん
の
言
葉
を
思
い
出
し
な
が

ら
、
４
年
ぶ
り
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
用
の

シ
ュ
ー
ズ
を
買
い
換
え
、
私
も
今
年

の
冬
は
久
々
に
走
ろ
う
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。�

石
井

  

お
便
り
な
ど
、

�

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
広
報
き
び
ち
ゅ
う

お
う
で
は
、
広
報
紙

に
対
す
る
ご
意
見
、

ご
感
想
、
身
近
な
話

題
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど

を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　
ご
意
見
、情
報
な
ど
応
募
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

左
記
の
事
項
に
ご
留
意
い
た
だ
き
、
企
画
課
公
聴
広
報

班
宛
て
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◎
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
な
ど
は
広
報
紙
に
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一
部
編
集
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

◎
送
付
し
て
い
た
だ
い
た
お
便
り
な
ど
に
は
、
必
ず
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
お
書
き
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
匿
名
や
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
そ
の
旨
を
ご
明
記
く
だ
さ
い
。

■
広
報
き
び
ち
ゅ
う
お
う
で
は
、
町
内
で
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
活
動
、
地
域
づ
く
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
を
応
援
す
る
た
め
、

活
動
内
容
や
募
集
の
情
報
を
紹
介
し
ま
す
。

　
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
企
画
課
公
聴
広
報
班

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
政
治
活
動
や
宗
教
活
動
、
営
利
活
動
を
す

る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
は
紹
介
で
き
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
送
り
先
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　秋晴れのもとランナーたちが疾走！！
　10月13日、吉備高原都市を舞台に、車いすランナーと一般ランナーが同じ
コースで走る「第26回岡山吉備高原車いすふれあいロードレース」（同大会
組織委員会主催）が開催され、多くのランナーが吉備高原都市を疾走しまし 
た。
　大会は、公益財団法人日
本陸上競技連盟公認のハー

　吉川八幡宮当番祭開催
　10月１日から約１カ月にわたって行われる、吉川八幡宮当番祭（県指定重要無形民俗文化財）が行われました。
　10月１日に「当ざし」と呼ばれる神事で神社を中心に南と北の２地区から１人ずつ
当番様が選ばれ、19日には当番様が神人になる「垢

こ
離
り

とり」などの神事が古式にのっ
とり行われました。大祭が行われた27日には、白装束の当番様が馬に乗り、杖

つえ
突
つき

の先
導で太

た
刀
ち

持
もち

などのお供を引き連れお宮に到着。境内にある仮屋に当番様が入りました。
そして、神事や御祭典の後、参拝者が見守る中、御旅所から当番様やお供が約400ｍを
疾走する「走り競べ」が行われ、祭りは最高潮を迎え盛り上がりました。

フマラソン、10キロ、３キロの３種目で障害の程度や年齢ご
とに分けられた30部門に車いすランナー84人、一般ランナー
1,134人が出場。ボランティアスタッフや地域住民からの温
かい声援を受け、記録に挑みました。
　また、会場内のふれあい広場では、地域の各種団体による
模擬店などが設けられ、参加選手やボンティアスタッフの交
流の場となっていました。

イベント情報

申込締切　1月10日（金）　※申し込み多数の場合は抽選となります。

募集人員　男女とも約15名（計30名程度）

●お問い合わせ先　定住促進課　定住促進班（加茂川庁舎）
　　　　　　　　　☎０８６7－3４－1116（月曜日～金曜日 午前8時30分～午後5時15分）
　　　　　　　　　

※詳細につきましては、下記までお問い合わせください。

カップリングバスツアー開催！
　パワースポットとして有名な宮島散策と厳島神社参拝のバスツアーを楽しみながら、素敵な
出会いを見つけてみませんか？皆さまのご参加をお待ちしています。

日 に ち　平成26年1月25日(土)
行 き 先　広島県宮島方面

主　　催　吉備中央町

対 象 者　男性 ： 吉備中央町在住または在勤で独身の方
　　　　　女性 ： 町内外問わず独身の方
　　　　　年齢 ： ともに20歳以上（学生の方はご遠慮ください）

KIBICHUO
画像


